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背景と目的
メソアンサンブル気象予測とは、豪雨・洪水をもたらす地域レベルの極端気象を、高精細な気象シミュレーションを設定を変えながら多数回実行
することで確率予測するシステムを指す。気象庁をはじめ、世界各国で気象災害予測の基幹技術になっている。
近年では機械学習・AIの気象予測への活用が盛んだが、既存のメソアンサンブルの問題点は以下の3つで、単にAIを素朴に活用しただけでは解決
が難しい。
問題点①：地域のレアイベントをターゲットとするというMEPSの性質上、そのすべてをAIで置き換えるだけの十分な学習データを得ることが難
しい
問題点②：適切なアンサンブルを生成するためには気象モデルに内在する様々な不確実性を定量化する必要があるが、例えば気象庁のMEPSは初
期値の不確実性のみに着目し、気象モデルのモデル選択やパラメータ選択にまつわる不確実性を考慮していない。
問題点③：高精細なメソ気象シミュレーションを多数回実行するMEPSは計算コストが高いが、極端イベントを適切にとらえるには大きなアンサ
ンブル数が必要で、そのリアルタイム実行は難しい。

本研究の目的は、気象学者（人）のプロセス理解に基づいた気象シミュレーションと、データ駆動型のアプローチ（機械）を高度に組み合わせる
「人機一体モデリング」により下記に示す次世代メソアンサンブル気象予測システムを開発することである。

次世代メソアンサンブル気象予測システム
Meso-scale AI-enhanced Ensemble of Severe rainfall prediction for Tailored Risk Analysis 

(MAESTRA)

人機一体モデリングA
サロゲートAIで加速するモデル選択の最適化

人機一体モデリングB
事例ごとに異なるモデル選択を

データ駆動で実現

人機一体モデリングC
アンサンブルを生成AIで増殖

緊急的に大アンサンブル計算の資源確保
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